
 京都市上下水道局職員給与規程の一部を改正する規程を公布する。 

  令和８年９月３０日 

京都市公営企業管理者     

上下水道局長 吉川 雅則   

京都市上下水道局管理規程第２号 

   京都市上下水道局職員給与規程の一部を改正する規程 

 京都市上下水道局職員給与規程の一部を次のように改正する。 

改正前 改正後 

（特異性手当） 

第２７条 特異性手当は、著しく危険、不

快又は不健康な職務その他著しく特殊な

職務に従事する職員に対し支給する。 

 

 

２ 特異性手当の支給額は、別表第４支給

対象となる職務欄に掲げる職務に対応す

る同表支給額欄に掲げる額とする。 

 

 （新設） 

 

 

 （新設） 

 

３ 特異性手当は、別表第４支給対象とな

る職務欄に掲げる職務を割り振られた職

員が、正規の勤務日に当該職務に従事し

たとき、同表支給額欄に掲げる額を支給

する。ただし、正規の勤務日において勤

務しない時間があるときの支給について

は、次の各号に定める方法による。 

（特異性手当） 

第２７条 特異性手当は、著しく危険、不

快又は不健康な職務その他著しく特殊な

職務に従事する職員（別に定めるものに

限る。第３項及び第４項において同じ。）

に対し支給する。 

２ 特異性手当の支給の対象となる職務

は、次の各号に掲げる職務とし、その支

給額は、当該各号に掲げる職務の区分に

応じ、当該各号に定める額とする。 

⑴ 別表第４支給対象となる職務の欄に

掲げる職務 当該職務の区分に応じ、

同表支給額の欄に掲げる額 

⑵ 災害対応作業業務 日額１，０８０ 

 円 

３ 前項第１号に掲げる職務に係る特異性

手当（以下「第１号特異性手当」という。）

は、職員が１日につき３時間３０分以上

勤務したときに支給する。 

 

 

 



 ⑴ 正規の勤務日において勤務しなかっ

たことにより、勤務が０．５日に満た

ないときは、支給しない。 

 ⑵ 前号以外の場合において、勤務しな

いことにつき第３４条第２項の承認

（代日休暇以外の特別休暇に対する承

認及び同条第２項第６号の規定による

承認を除く。）があった場合を除き、そ

の勤務しない１時間につき当該日額を

７．７５で除して得た額を当該日額か

ら減額する。 

（新設） 

 

 

 

 

 

４ 前３項に定めるもののほか、特異性手

当の支給に関し必要な事項は別に定め

る。 

（給与日額） 

第３９条 給与日額（１日当たりの標準給

与額をいう。）は、給料月額とこれに対す

る地域手当月額の合計月額を第４０条の

２に規定する１月平均の正規の勤務時間

数で除して７．７５を乗じて得た額及び

特異性手当の日額の合計額とする。 

２ （略） 

 （削除） 

 

 

 （削除） 

 

 

 

 

 

 

 

４ 前項の規定にかかわらず、第１号特異

性手当の支給を受けるべき職員が、第２

項第１号に掲げる職務への従事を開始し

た日の翌日以降、引き続き勤務している

場合における特異性手当の支給に必要な

勤務時間数については、別に定める。 

５ 前各項に定めるもののほか、特異性手

当の支給に関し必要な事項は別に定め

る。 

（給与日額） 

第３９条 給与日額（１日当たりの標準給

与額をいう。）は、給料月額とこれに対す

る地域手当月額の合計月額を第４０条の

２に規定する１月平均の正規の勤務時間

数で除して７．７５を乗じて得た額とす

る。 

２ （略） 
  

備考 改正箇所は、下線が引かれた部分である。 

   附 則 



（施行期日） 

１ この規程は、令和８年１０月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規程の施行に関し必要な経過措置は、京都市公営企業管理者上下水道局長が定め

る。 

（上下水道局総務部職員課） 


